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特集＊親子で出かけよう！ 秋の工場見学会
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昨年7月号の工場見学の特集では、崎陽軒とキリンビールをご紹介して大好評をいただきました。
そこで、今回も横浜市内にある企業の工場見学を取り上げ、見どころをご紹介いたします。

予約がすぐ埋まる人気の高い見学会なので、お申し込みは早めにしてください。

1 エンジンの動く仕組みを解説した実物模型。ビデオで解
説映像も流れる。2 趣のあるゲストホール2階の廊下。左右
に並ぶ部屋はかつて重役室だった。3 1基で約450点にもな
るエンジンの部品を展示。4 1935年製造の7型エンジン。5
ミュージアムには各種のエンジンを展示。6 いろいろなエン
ジンの部品を展示。

日
産
自
動
車
の
横
浜
工
場
は
、
1
9
3

3
年（
昭
和
8
年
）に
日
産
が
創
業
し
た
地

で
も
あ
り
ま
す
。
見
学
コ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
ゲ
ス
ト
ホ
ー
ル
は
、
創
業
時
に
は
本

社
事
務
所
棟
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
、
外
観
も
含
め
て
当
時
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
建
物
は
、
横

浜
市
の
歴
史
的
建
造
物
に
認
定
さ
れ
て
お

り
、
経
済
産
業
省
の
近
代
化
産
業
遺
産
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
学
は
こ
の
ゲ
ス
ト
ホ
ー
ル
の
2
階
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
エ
ン
ジ
ン
の
組
立
を
解
説

し
た
ビ
デ
オ
上
映
の
あ
と
は
、
日
産
自
動

車
の
歴
史
や
歴
代
の
日
産
車
の
ミ
ニ
カ
ー

な
ど
が
並
ぶ
展
示
室
に
進
み
ま
す
。
横
浜

工
場
の
紹
介
や
日
産
が
取
り
組
ん
で
い
る

最
新
の
環
境
技
術
に
つ
い
て
の
解
説
パ
ネ

ル
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

続
く
エ
ン
ジ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、

歴
代
の
エ
ン
ジ
ン
が
並
ん
で
い
ま
す
。
名

車
と
い
わ
れ
た
1
9
3
6
年
製
造
の
ダ
ッ

ト
サ
ン（
15
型
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
）の
実
車
や

搭
載
さ
れ
て
い
た
7
型
エ
ン
ジ
ン
は
必
見

で
す
。
ほ
か
に
も
、
自
動
車
産
業
の
黎
明

期
に
製
造
さ
れ
た
初
期
の
エ
ン
ジ
ン
か
ら

日
産
自
動
車
の
創
業
の
地
で

日
本
の
車
の
歴
史
を
た
ど
る

日
産
自
動
車
横
浜
工
場

親 子で出かけよう！

秋の工場見学会
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大
排
気
量
化
・
高
性
能
化
が
進
ん
だ
エ
ン

ジ
ン
、
そ
し
て
環
境
対
策
を
施
し
た
最
新

の
エ
ン
ジ
ン
な
ど
、
変
遷
を
た
ど
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
工
場
内
の
見
学
。
横

浜
工
場
で
は
エ
ン
ジ
ン
の
組
立
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
新
の
「
M
R
型
エ
ン
ジ
ン
」

の
組
立
ラ
イ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
自
動
化
さ

れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
次
々
と
エ
ン
ジ

ン
を
組
み
立
て
、
通
路
に
は
無
人
運
搬
車

が
部
品
や
完
成
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
載
せ
て

自
動
走
行
し
て
い
ま
す
。
重
要
ポ
イ
ン
ト

や
自
動
化
で
き
な
い
部
分
に
は
人
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
場
内
に
人
の
姿
が

と
て
も
少
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
組
立

ラ
イ
ン
の
最
後
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
に
よ

る
各
種
の
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
工

場
で
組
立
エ
ラ
ー
が
発
生
す
る
確
率
は

1
0
0
万
分
の
1
以
下
な
の
だ
そ
う
で
す
。

工
場
内
に
は
組
立
ラ
イ
ン
で
採
用
さ
れ

て
い
る
「
改
善
」
の
実
例
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
業
を
早
く
正
確
に
行
う
た
め

の
工
夫
と
し
て
、
軍
手
を
し
た
ま
ま
小
さ

な
ボ
ル
ト
を
必
要
な
数
だ
け
取
り
出
す
装

置
な
ど
、
優
れ
た
工
夫
に
思
わ
ず
驚
嘆
の

声
が
上
が
り
ま
す
。
ラ
ン
プ
の
指
示
に

従
っ
て
時
間
内
に
正
確
に
ネ
ジ
を
締
め
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日産自動車 横浜工場
 神奈川県横浜市神奈川区宝町2
☎ 045-461-7090
 http://www.nissan.co.jp/INFO/FACTORY/YOKOHAMA/detail.html

［見学］月～金曜日の午前と午後の2回。所要時間約120分。
8名以上からの申込み。詳しくはHPをご確認ください。

見学者には工場のパンフレットや日産車のカタログと
一緒にミニカーがもらえる。工場には日産グッズを
販売する売店などはないが、日産のオンラインショッ
プ（http://shop.nissan.co.jp/）や本社にある日産ブ
ティック（http://www.nissan.co.jp/GALLERY/HQ/
FLOORMAP/BOUTIQUE/）で購入できる。

7 ゲストホール2階の日産の歴史と横浜工場の歴史紹介コーナー。
8 エンジンミュージアムに展示された1936年製造のダットサン15
型ロードスター。9 工場内を高密度にレイアウトされた組立ライン
は、上から見学できるようなっている。10 工場内にはさまざまな
部品を載せた無人運搬車が行き交っている。11 組立ラインの最後
には正しく組み立てられているかをロボットが自動的に検査する工
程もある。12 組立後半の重要部分は人が行う。13 工場で実際に
採用されている改善事例を紹介するコーナー。体験コーナーもある。
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シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
新
交
通
シ
ス
テ

ム
と
言
わ
れ
、
都
内
を
走
る
「
ゆ
り
か
も

め
」
と
同
じ
で
、
軌
道
に
は
レ
ー
ル
が
な

く
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
で
走
り
ま
す
。
運
転
手
が

い
な
い
無
人
運
行
で
、
新
杉
田
駅
と
金
沢

八
景
駅
の
10
・
6
k
m
を
約
25
分
か
け
て

走
行
し
て
い
ま
す
。

見
学
コ
ー
ス
は
、
ま
ず
本
社
2
階
の
受

付
で
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
仕
組
み
や
見

学
の
注
意
事
項
な
ど
聞
い
て
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
無
人
走
行
中
の
電
車
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
御
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
行
っ
て
い
る
の
が
司
令
所
。
こ
こ

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
制
御
盤
と
モ
ニ

タ
ー
が
並
ん
で
い
ま
す
。
線
路
上
に
い
る

す
べ
て
の
電
車
の
現
在
位
置
を
示
す
「
列

車
運
行
表
示
盤
」
や
各
駅
の
カ
メ
ラ
に
よ

る
乗
降
の
映
像
を
表
示
す
る
「
I
T
V
モ

ニ
タ
ー
」
な
ど
が
あ
り
、
電
車
と
各
駅
の

状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
駅
で
小
学
生
の
集

団
が
乗
降
す
る
時
な
ど
は
、
モ
ニ
タ
ー
を

見
な
が
ら
司
令
所
で
ド
ア
の
開
閉
時
間
を

調
整
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

駅
で
は
ホ
ー
ム
ド
ア
が
あ
る
の
で
、
車

体
を
見
る
機
会
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

車
両
基
地
で
は
間
近
で
見
な
が
ら
説
明
を

聞
き
ま
す
。
よ
く
見
る
と
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
を

つ
け
た
電
車
の
姿
は
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な

感
じ
が
し
ま
す
。
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
や
エ
ア

コ
ン
な
ど
が
屋
根
で
は
な
く
、
車
体
の
下

に
つ
い
て
い
る
こ
と
や
、
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム

の
中
に
金
属
の
車
輪
が
入
っ
て
い
て
、
パ

ン
ク
し
て
も
走
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
な
ど
、
び
っ
く
り
す
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

タ
イ
ヤ
で
走
る
電
車
の

司
令
所
と
車
両
基
地
を
見
学

横
浜
新
都
市
交
通

シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
車
両
基
地

横浜新都市交通 
シーサイドライン車両基地
 神奈川県横浜市金沢区幸浦2-1-1
☎ 045-787-7014
 http://www.seasideline.co.jp/
guidance/base_visit/

［見学］月～金曜日の10時と13時の2回。
所要時間約60分。8名以上からの申込
み。詳しくはHPをご確認ください。
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1 車両全体。ドアの位置は意外に高く、ハ
シゴがないと届かない。2 下から出ている
のは電車が軌道から外れないようにする案
内輪で、上から出ているのがパンタグラフ。
3 車両の側面にはムカデの足のように案内
輪とパンタグラフがたくさん突き出ている。
4 点検のために開けられていた配電盤。5 
タイヤの模型。ゴムの中に車輪が隠れてい
るのがわかる。6 各駅の様子が映し出され
ているモニター群。7 電車の正確な運行を
管理するコンピュータの一部。8 司令室は
まるでNASAの管制室か秘密基地のよう。9 
車両基地の全景。10 軌道にレールはなく、
側面には電気を採る架線が張られている。
11 見学ではグッズも購入できる。人気はダ
イヤブロックの2000型車両。8月からシー
サイドラインのキャラクター「キラキラ☆
シーたん」（写真下）のグッズも発売。すべ
てのグッズは駅や通信販売でも購入可能。

親子で出かけよう！ 秋の工場見学会

　
本
誌
を
発
行
し
て
い
る
横
浜
市
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
で
は
、
古
紙

の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
「
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
山
ノ
内
」
を
運
営
し
て
お
り
、
工
場
見

学
会
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

見
学
の
内
容
は
、
古
紙
選
別
作
業
や
古

紙
を
圧
縮
梱
包
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
プ
レ
ス
機
、

古
紙
・
古
布
の
輸
出
作
業
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
名
物
講
師
に
よ
る
リ
サ

イ
ク
ル
講
座
や
古
紙
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク

ご
と
重
さ
を
量
る
計
量
器
な
ど
も
見
ど
こ

ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

見
学
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

か
ら
は
、「
説
明
の
内
容
が
具
体
的
で
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」「
間
違
っ
て
い
た
部

分
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
」「
分
別
が

何
故
必
要
な
の
か
納
得
で
き
、
よ
り
一
層

気
を
付
け
よ
う
と
思
っ
た
」「
ご
み
の
分

別
体
験
は
ク
イ
ズ
感
覚
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
自
治
会
・
町
内
会
は
も

ち
ろ
ん
学
校
・
地
域
で
の
環
境
教
育
等
の

機
会
に
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

当
組
合
が
運
営
す
る

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

●見学曜日：火曜日・木曜日（祝日を除く）
●見学所要時間：約60～90分
●受け入れ人数：10～40名
●申込方法：FAXまたはEメール
●連絡先：TEL：045-444-2531　FAX：045-444-2532　
　　　　　E-mail：mail@recycledesign.or.jp
●ホームページ：http://www.recycledesign.or.jp/rpy/

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
山
ノ
内
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暑い夏も終わりに近づき、秋の気

配が感じられるこの時期、絶好の行

楽シーズンを迎えるとともに、地域

ではお祭りやイベントなど楽しい催し

物が多くなってきます。

そこで、今回は、缶・びん・ペット

ボトルなどの使い捨て商品や使い捨

て容器を減らしていく取組について、

ご紹介します。

 マイボトルを持って出かけよう!

外出先では、ペットボトルなどに

入った飲み物を買う機会が多くなり

ます。国民1人あたりにすると、ペッ

トボトルは、1年間に約180本（500ml

ボトル換算）※も使っていると言われ

ています。正しく分別すれば資源と

してリサイクルされ、それはとても大

切なことですが、リサイクルする時

にもエネルギーを使い、CO2が発生し

ます。マイボトルを利用すれば使い

捨て容器の消費を減らすことができ

るだけでなく、保温機能があるので、

長く、おいしさを保つことができます。

また、横浜市内には、マイボトル

へのコーヒーやお茶などの販売や水

などの提供を行う「マイボトルスポッ

ト」が数多くあり、外出先でマイボト

ルの飲み物を飲みきってしまったとき

などに使えるスポットが増えています。

お出かけの際には、ぜひバッグに

お気に入りのマイボトルを。
※PETボトルリサイクル推進協議会資料等より算出

リユース食器でイベントもエコ!

地域のお祭りや楽しいイベントが

終わると、大量の使い捨て容器のご

みが出ます。これらのごみをなんとか

減らせないかと思ったことはありませ

んか。使い捨て容器の代わりに、繰

り返し洗って使用できるリユース食

器を使うことで、ごみを減らすことが

できます。リユース食器は、コップ、皿、

お椀のほか、箸、スプーンなどがあり、

事業者からレンタルし、使用後に返

却するのが一般的な利用方法です。

横浜市ではリユース食器の普及が

進むよう、リユース食器を導入する

際の準備段階から当日の作業までを

わかりやすく記載した「リユース食器

導入の手引き」を平成25年4月に作

成しました。区役所に置いているほ

か、ホームページからダウンロードで

きますので、ぜひ一度ご覧いただけ

ればと思います。

環境にやさしいイベントを目指

し、ごみを減らすことができるリユー

ス食器に切り替えてみてはいかがで

しょうか。

使い捨て容器を減らそう！
～「マイボトル」・「リユース食器」の利用を！～

3R夢

第3回始めよう！ ３R夢なくらし
ス リ ム

横浜市資源循環局3R推進課：お問い合わせ先045-671-3593

ヨコハマ3
ス

R
リ

夢
ム

マスコット イーオ

「ヨコハマ３Ｒ夢（スリム）！」
マスコット　イーオ

http://www.r-hiroba.jp/torikumi/bottlespot.html

マイボトルスポットマーク

http://www.city.yokohama.lg.jp/shigen/
sub-shimin/reuse-shokki/

リユース食器導入の手引き
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本誌は古紙70%の再生紙と環境にやさしいNonVOCインキ、
油性インキ「SOYA-eシリーズ」を使用しています。

●次号予告
10月号は
「秋のイベント」の特集だよ！

月刊リサイクルデザイン
2013年9月号　通巻228号　2013年8月25日発行
発行所：横浜市資源リサイクル事業協同組合　

〒221-0054　横浜市神奈川区山内町13番地
TEL：045（444）2531／ FAX：045（444）2532　
http://www.recycledesign.or.jp

発行人：高田哲二　編集人：藤本達也　印刷：大日本印刷株式会社
発行部数：89,600部

 

牛乳パックから再生した紙ひもです。新聞や雑誌
を束ねるときに使えば丸ごとリサイクルできるの
で手間と時間が省け、ごみ減量にも貢献します。

小結くん

●お問い合わせ・ご注文
横浜市資源リサイクル事業協同組合　事務局　山中
TEL：045-444-2531　E-mail：mail@recycledesign.or.jp

バラ売り 1巻き（90m） 230円
箱売り 1箱（50巻入り） 10,500円
（10箱以上は1箱8,500円に割引）

「
神
奈
川
リ
サ
イ
ク
ル
ジ
ュニ
ア

サ
ミ
ッ
ト
」が
視
察
報
告
会
を
開
催

神
奈
川
リ
サ
イ
ク
ル
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
は
、
7
月

13
日（
土
）、
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
視
察
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
報

告
会
に
は
、当
組
合
の
ほ
か
、神
奈
川
県
内（
神
奈
川
県
、

横
須
賀
市
、
厚
木
市
、
鎌
倉
市
、
茅
ヶ
崎
市
）
の
リ
サ

イ
ク
ル
関
連
団
体
の
青
年
部
か
ら
総
勢
42
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
報
告
で
は
、
未
だ
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
基
礎
だ
け
が
一
面
に
残
っ
て
い
る
住
宅
街
の
様

子
や
企
業
が
早
期
復
興
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

紹
介
。
ま
た
、
多
く
の
支
援
に
よ
り
実
感
し
た
「
絆
」

の
重
要
性
な
ど
が
伝
え
ら
れ
、
震
災
に
つ
い
て
よ
り
一

層
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
を
通
し
て
「
ま
だ
復
興
は
終
わ
っ
て

い
な
い
」「
震
災
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」「
自

分
た
ち
の
で
き
る
こ

と
を
で
き
る
範
囲
で

行
う
」
こ
と
を
実
感
。

被
災
地
へ
の
継
続
的

な
支
援
活
動
が
、ジ
ュ

ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
一

つ
の
柱
に
な
る
こ
と

を
予
感
さ
せ
る
報
告

会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
小
学
校
や
自
治
会
で

「
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
」
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？

リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
無
料
で
「
リ
サ
イ
ク

ル
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
場
で
働
い
て
い
る

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
が
、横
浜
市
内
の
小
学
校
や
自
治
会・

町
内
会
の
皆
さ
ん
の
元
に
出
向
き
、
講
義
し
ま
す
。
受

講
者
か
ら
は
「
と
て
も
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
」「
実

物
を
提
示
し
体
験
し
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
け
た
の
で
、

と
て
も
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
め
た
」
な
ど
と
大
変
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
ご
み
と
資
源
を
分
け
る
の
か
、
横
浜
市
の
基
本

的
な
分
別
の
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
古
紙
や
古
布
、

鉄
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶
、
ガ
ラ
ス
び
ん
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
、
楽
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

分
別
や
3
R
の
再
確
認
、学
校
の
環
境
教
育
、自
治
会・

町
内
会
の
環
境
学
習
と
し
て
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ・お申し込み先
横浜市資源リサイクル事業協同組合　
事務局　山中
TEL：045-444-2531
E-mail：mail@recycledesign.or.jp



仕事を通じたさまざな出会いを大切にしながら

社内コミュニケーションの潤滑剤として

常に積極的に、前向きに、仕事を楽しむ！
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TAKERU UCHIDA
ナカノ株式会社リサイクル部事業企画室CR担当課長。繊維
リサイクル事業を柱とする同社のフィリピン工場立ち上げに
関わる。いつも前向きなコミュニケーションの達人。

横浜市資源リサイクル事業協同組合　広報企画委員会


